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乳製品製造業 

 
事例26 

 
 

安全衛生、人材育成などで 

職場を熟知する職長が活躍 
 
 

酪農王国十勝の中心地・帯広で健康によく安心して食べられるナチュラルチーズを製造してい

るのが明治の十勝帯広工場である。工場では職場を熟知する職長がゼロ災を目指して、労働安

全衛生に取り組んでいる。 

 

 株式会社明治十勝帯広工場・北海道 
 

 
 

安全衛生教育は年齢特性に合わせて年代別に実施 
 

 明治十勝帯広工場の安全衛生教育は10代と20代、30代、40代、50歳以上という年齢階層

別に年１回ずつ行われている。年齢階層別に教育を行うのは、年代ごとに教育の力点が異

なるためである。10代と20代には安全衛生の基礎的な部分を教えるが、また、仕事に慣れ

が出てくる年代であり、基本に戻ることの重要性にも力点を置いている。それに危険を見

つけ、予知する訓練を行うことで、危険に対する感性を磨く教育も行っている。 

 同工場において安全衛生の核となっているのは班長（グループリーダー）である。班長

はいわば職長の位置づけにあり、全員が30代である。30代と40代の安全衛生教育ではリス

クアセスメントの一環として、１日の作業のどこに危険が潜んでいるか、作業手順書を基

に想定される危険ポイントの洗い出しなどの作業を個人とグループで行う。リスクレベル

は災害の頻度や重篤度を総合して導き出されるため、人によってこのリスクレベルの感じ

取り方は異なる。各人のレベル合わせは、より高い方に合わせるようにしている。 

 50歳以上の教育では加齢による安全衛生上の危険性を考慮して、転倒防止訓練やストレ

ッチ体操なども行っている。契約社員は別個の研修を受けるが、50歳以上は社員も契約社

員も一緒に教育を受ける。研修後に理解度テストを行い、その後の研修に役立てている。 

 同工場では平成24年度にＯＳＨＭＳ（労働安全衛生マネジメントシステム）を導入した。

このため、中央労働災害防止協会が主催するリスクアセスメント研修を受講している。班

長以外に工場の安全衛生担当者がスタッフ向けの研修を受け、安全衛生管理者は安全衛生

マネジメントの研修を受けている。これらの研修でＯＳＨＭＳの不明な点を明らかにする
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ことができるなど、受講の必要性を感じている。また、工場の安全衛生の向上も期待して

いる。 

 
 

安全衛生の核となる人材の育成とキャリアの課題 
 

 人事制度上、班長は地域職であり、基本的に転勤は少ない。班（グループ）は、製造班

や包装班、品質班など５班から成っている。班長の下にはサブリーダーが配属されている。

安全衛生上の日常の業務はこれらサブリーダーも対処するが、班長は安全も機械も部下の

ことも理解している、まさに職場の要となる人材である。職場を誰よりもよく知っている

のが班長であり、班長なしでは職場の安全衛生は保てない。このように班長の役割は大き

く、班長をいかに育てるかが安全職場の形成には重要である。 

 そうしたこともあり、明治では本社が各工場の班長を集めて教育する研修を始めている。

この研修では全国の各工場から毎年１人の班長が参加して、年３回の研修を受ける。同工

場には５名の班長がいるので、全員が研修を受け終わるのには５年かかることになる。 

 一方、班長の下のサブリーダーの中には、試験に合格して班長に昇進する資格を既に持

っている人たちもいる。こうした人たちが班長となるためにも、班長のその後のキャリア

をどのようにつくっていくかが、今後の課題となっている。 

 
 

技能レベルの向上など、若手の育成にも一役 
 

 班長には若手社員を育てるという大切な役割がある。新入社員は契約社員も含めて入社

すると実習期間に入るが、実習生はレポートを毎日提出する。レポートはまず班長に提出

され、班長は確認してコメントを記入し、フィードバックする。班長は日々、人材育成を

行っていることになる。レポートの内容はさまざまであり、人材育成のためにも製造過程

の疑問などに丁寧に答えなければならない。班長の年齢は一般社員とも近く、若手を育成

するよきリーダーとしての資質も求められるわけである。 

 技能の修得には集合教育のほかにＯＪＴが重要である。実務に関しては日々の業務の中

で先輩社員が若手社員に教えることになる。同工場には「技能棚卸表」があり、作業単位

で各人のその技能レベルが一覧となっている。レベルの判定は、作業を熟知する班長がま

ず行っている。１人で作業できるというレベルに達する期間はほぼ３年である。 

 
 

ヒヤリハットする前にその危険の芽を摘む 
 

 ３交替制をとる同工場では、それぞれの始業時にはミーティングでショートタイム危険

予知訓練（ＳＫＹＴ）を行ってから作業に入る。また、各班が毎月何件という目標を定め

て危険の発掘をし、班長が中心となって改善を行っている。全体では月間で30件程の改善
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となる。ヒヤリハットの前に危険の芽を摘むのが趣旨だ。整理、整頓などの５Ｓができて

いない場合はヒヤリハットが潜んでいるわけで、こうしたものの改善を行っている。 

 また、各班とそのメンバーは、半年ごとの安全目標を定めている。各グループが立てた

目標については毎日唱和し、グループの目標達成を常に念頭におくようにしている。例え

ば、あるグループの６ヵ月間の目標は「報連相を徹底し、安全に作業できる環境をつくろ

う」というもの。これに対し、メンバー各人は、例えば「必要箇所では、必ず指差呼称を

行います」などの目標を立てる。同工場では、安全行動が習慣となり意識しないでも安全

行動がとれるような習慣づけを行っているのである。 

 同工場では「３ない運動」を展開している。不安全行動を見逃さない、注意することを

ためらわない、ヒヤリハットを放置しない。これが「３ない運動」である。 

 実践が難しい運動だが、この「３ない」が普段の行動となるとき、ゼロ災が見えてこよ

う。 

 

10 代から 20 代を対象とした 

安全衛生教育 

左下 年齢階層別に行われる安全衛生教育

後の理解度テスト（10代と20代用） 

右下 年齢階層別に行われる安全衛生教育

後の理解度テスト（30 代用） 
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